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[初めに]

• “発振機”から、エネルギーを導こうとする考えがある。

• 最初に電源から入力後、電源を外しても振動が持続する電気振動蓄
積効果があるとの報告もある。

• 発振の原理は増幅回路と帰還回路を接続させ、帰還回路から出力の
一部を増幅回路に帰還させ帰還が増幅する正帰還の場合、増幅が無
限にされ振動が持続するという回路である。(図1参照)

• 清家新一氏のエネルギー機関もこの発振作用を利用してエネルギー
の周囲空間からの取り込みを行っていた。

• “帰還回路”に鍵があるように考えられます。

• 今回、発振によるエネルギー取り込み及びエネルギーの蓄積(電源
OFF後の連続発振)が起きるかを実験した。
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[発振原理
帰還回路から正帰還させる。]
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[基本発振回路]

コルピッツ発振 ハートレー発振
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[発振の原理]

ハートレー発振原理図 説明

•左図V1(赤曲線)でそのままで
は減衰してゆく電気振動を、
V2(青曲線)のような位相差
180度の電気振動を加え、減
衰を防ぎ、振動波形を維持さ
せる。
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[清家氏、「高圧直接発振回路」]
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[北海道小坂氏 K-Invertor]
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[LC共振回路]



[帰還回路のアナロジー「EMAモーター」]
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[運動型、静止型の比較
（垂直方向の磁束の水平方向への影響の比較)]

[エーテルエンジン](磁性体を磁化[磁区
整列]し、質量に運動エネルギーを与え
る。)

[デゴイチ](磁性体を磁化[磁区整列]し、
コイルに起電力を発生させる。)
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電流帰還



[アダムスモーター電流回収]
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電流帰還
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[実験]

• 下記のコイルに対して２種類のハートレー式発振回路を使い、発振
実験を行い、エネルギーの取り込み及び蓄積(電源OFF後の連続発
振)が観測されるかを検討した。

• [発振回路]
• (1) U式ハートレー発振回路：基本的な回路、ブレットボード上に構成
• (2) S式ハートレー発振回路：清家氏の「円盤機関始動せり」に乾電池充電回
路に利用された回路

• [実 験]
• (1) PQ5050ダブル巻き
• (2)トロイダルコイル
• (3)D型58110Coil
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[実験回路1 、U式ハートレー発振回路]
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[U式ハートレー発振回路(現物画像)]
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[実験回路2 、S式ハートレー発振回路]
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[S式ハートレー発振回路(現物画像)]

15図13



(1)[PQ5050D(ダブルコイル)]
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コア：PQ5050
コイル仕様：
P側：PWE-φ0.5-380回巻
-4.8Ω-0.84H-2.0pF
×2個コイル
S側:PEW-φ0.5-27回巻
-0.2Ω-4.03mH

図14

PQ5050D

U式ハートレー
発振回路



[PQ5050D U式ハートレー発振回路] Vin:006P9(V)
電池駆動 Rl=100(Ω) N=1

共振コンデンサー DCVin(V)
Voutrms(

mV)
Voutp-
p(mV)

f(Hz) T(ms) LinA(H) LinB(H) Lout(mH)

1 C:2.2μF 9 8.51 18.50 53.1 18.80 

0.84 0.94 4.03

2 C:0.0047μF 9 73 250 724 1.38 
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表1

※Vrms(ブイ・アール・エム・エス)⇒実効値（交流１周期の平均電力が直流の電力と等しくなる値)



[PQ5050D共振コンデンサーC=2.2μF装着
時の出力波形図]

18図15

図15～16波形図

Voutrms=6.56(mV)
Voutp-p=18.5(mV)



[PQ5050D共振コンデンサーC=0.0047μF
装着時での出力電圧波形図]
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図16

Voutrms=73.0(mV)
Voutp-p=205(mV)



[PQ5050D S式ハートレー発振回路] Vin:定電圧電源駆動
Rl:100Ω) N=1

共振コンデンサー DCVin(V) DCIin(A)
Voutrms(

V)
Voutp-

p(V)
f(kHz) T(μs) LinA(H) LinB(H) Lout(mH)

1 C:0.047(μF) 9 0.195 9.73 25.95 32.95 30.30 0.84 0.94 4.03
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表2



(2)[トロイダルコイル]
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コア：フェライトリング
Φ74×φ50.5×12t
コイル仕様：
P側:ツイストペア線外形1.0
-45回巻-0.6Ω-5.36mH
-199μF
×２個コイル
S側:φ0.3-100回巻-1.8Ω
-20.6mH-1.175μF

図17

トロイダルコイル

U式ハートレー
発振回路

電源、006P9V
積層電池



[トロイダルコイル S式ハートレー発振回路] Vin:定電圧電源
駆動 Rl=100(Ω) N=1

共振コンデンサー DCVin(V) DCIin(A)
Voutrms(

V)
Voutp-

p(V)
f(kHz) T(μs) LinA(mH) LinB(mH) Lout(mH)

1 無し 9 0.195 9.73 25.95 32.95 30.30 5.36 5.36 20.6
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表3



[トロイダルコイル永久磁石無し]

23図18

トロイダルコイル



[トロイダルコイルフェライト永久磁石出力コ
イル側に装着]
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□15フェライト
永久磁石×2個

トライダルコイル

図19



[トロイダルコイル S式ハートレー発振回路 入力コイル2個)] 入力側N極内側 2次コイル１個 AC
出力 入力コイルの配置別特性比較表 上部コア部でのフェライト永久磁石□15×2個(2重) 磁石配

置変更 約B＝114(ｍT)] 負荷抵抗R1=100(Ω) 20V/div 定電圧電源駆動 <mm> <N=1>
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No. 稼働コイル
DCVin(

V)
DCIin(A

)
Pin(W) Vout(V)

Iout(m
A)

Pout(W
)

Pout/Pi
n(％)

Lin(mH
)

Lin(mH
)

Lout(m
H)

Voutp-
p(V)

f(kHz) T(μs)

1 磁石無し 9 0.19 1.71 9.74 9.77 0.95 55.48 2.08 2.08 21.8 26.1 33.1 30.2

2
磁石入力側１カ

所
9 0.2 1.80 9.13 9.16 0.83 46.31 2.11 2.11 19.1 25.3 39 25.6

3
磁石入出力中間

１カ所
9 0.2 1.80 9.72 9.75 0.94 52.49 2.11 2.12 19.3 25.8 32.8 30.4

4
磁石出力側1カ

所
9 0.21 1.89 9.68 9.71 0.94 49.58 2.13 2.14 18.3 26.3 32 31.2

※永久磁石無しで最大入出力効率

表4



[トロイダルコイル 永久磁石無しでの出
力電圧波形図]S式ハートレー発振回路
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Voutrms=9.71(V)
Voutp-p=26.1(V)

図20

図20～21波形図



[トロイダルコイル フェライト磁石出力
コイル側に装着]S式ハートレー発振回路

27

Voutrms=9.68(V)
Voutp-p=26.3(V)

図21



(3)[D型58110Coil]
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コア:フェライトコアH5A
58110
P側:赤-白間;2UEW-φ0.65
-125回巻-0.9Ω-0.64mH
緑-黄間;2UEW-φ0.26
-125回巻6.5Ω-1.05mH
S側:2UEW-φ0.65-125回巻
-0.9Ω-0.64mH

P(入力側)

S(出力側)

図22

D型58110Coil

U式ハートレー
発振回路

共振コンデンサー
C=0.22μF

006P9V積層電池



[U式ハートレー発振回路 D型58110Coil] コンデンサー無し、負荷抵抗なし(開放電圧) 2V/div (N=5)

No. 磁石 DCVin(V) Voutrms(V) Voutp-p

1 無し 9 2.66 7.76 

2 フェライト 9 2.34 6.54 
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表5



[D型58110Coil U式ハートレー発振回路
２次側コイル出力電圧波形（開放電圧)] 磁石無し
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Voutrms=2.65(V)

図23



[S式ハートレー発振回路でのD型
58110Coilの実験] 定電圧電源駆動
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[Sハートレー発振 D型58110Coil  負荷抵抗なし（開放電圧) 10V/div <mm> <N=2>

No. 磁石 DCVin(V) Iin(A) Pin(W) Voutrms(V) Voutp-p(V)

1 無し 9 0.05 0.45 8.40 27.9

2 フェライト 9 0.05 0.45 7.70 25.5

[Sハートレー発振 D型58110Coil  負荷抵抗Rl=997(Ω) 5V/div <mm> <N=2>

No. 磁石 DCVin(V) Iin(A) Pin(W) Voutrms(V) Voutp-p(V)

1 無し 9 0.05 0.45 6.35 20.2

2 フェライト 9 0.05 0.45 6.36 19.9

表6

表7

※負荷を掛けると出力に対する永久磁石の影響は少なくなる。



[D型58110Coil S式ハートレー発振器駆動] 上部コア部でのフェライト永久磁石(φ30×15t)×2個
(2重) B＝137.8(ｍT)] N極磁路側 f=8.4(kHz) 負荷抵抗Rl=997(Ω) 5V/div 定電圧電源駆動

<mm> <N=2>

磁石の
有無

DCVin(
V)

DCIin(
mA)

Iin削減
率（％)

Pin(W)
Pin削減
率(％)

Vrms(V
)

Iout(A)
Pout(W

)
Pout削
減率(％)

Pin/Po
ut(％)

入出力
削減比

1
磁石無

し
9 0.05 - 0.45 - 6.35 0.006 0.040 - 8.99 -

2
フェラ
イト

9 0.05 0.00 0.45 0.000 6.36 0.006 0.041 -0.315 9.02 
入減＞
出増
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表8

※永久磁石有で若干出力電力が増加する。



[S式ハートレー発振回路、D型58110Coil] 
負荷なし、磁石無し
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Voutrms=8.35(V)
Voutp-p=27.9(V)

図24

図24～27波形図



[S式ハートレー発振回路によるD型
58110Coil] 負荷なし、磁石有
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Voutrms=7.7(V)
Voutp-p=25.2(V)

図25



[S式ハートレー発振回路、D58110Coil] 
負荷抵抗R=997(Ω)、磁石無し
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Voutrms=6.35(V)
Voutp-p=20.2(V)

図26



[S式ハートレー発振回路 D型58110Coil]
負荷抵抗R=997(Ω)フェライト磁石有
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Voutrms=6.32(V)
Voutp-p=19.7(V)

図27



37

負
荷
抵
抗

図28

※入力コイル１個稼働
では、
片側F1のみ使用。
0bcoil無し

[他励発振式駆動回路使用の場合]
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[片側コイルのみ使用]



[D型58110Coilに共振コンデンサーを装着した場合の効果] [永久磁石装着別]での特性表 入力側（FC-
A,FC-Cコイル) AC出力 上部コア部でのフェライト永久磁石(φ30×15t)×2個(2重)B＝137.8(ｍT)] ネオジ
ム永久磁石(φ20×20t B＝531.2mT) 負荷抵抗R1=997(Ω) f=3.73(kHz) 20V/div 定電圧電源駆動

<mm> <N=5>
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No. 稼働コイル DCVin(V)
DCIin(mA

)
磁石による
削減率(％)

Pin(W)
磁石による
削減率(％)

Vout(V) Iout(mA)
磁石による
削減率(％)

Pout(W)
磁石による
削減率(％)

Pout/Pin(
％)

Lin(mH) Lout2(mH)
入出力削減

比

（１）磁石無し

1 コンデンサー無し 12 51.3 - 0.62 - 17.37 17.42 - 0.303 - 49.16 8.68 9.87 -

2
出力側にコンデン

サー１カ所 12 32.77 36.12 0.39 36.12 11.7 11.74 32.64 0.137 54.63 34.92 9.15 10.82 入減<出減

3
入出力側双方にコン

デンサー 12 85.5 -66.67 1.03 -66.67 19.83 19.89 -14.16 0.394 -30.33 38.44 9.97 10.91 入増＞出減

（２）フェライト磁石中央１カ所あり

4 コンデンサー無し 12 43 - 0.52 - 16.43 16.48 - 0.271 - 52.47 6.54 8.39 -

5
出力側にコンデン

サー1カ所 12 34 20.93 0.41 20.93 17.72 17.77 -7.85 0.315 -16.32 77.19 6.77 9.09 入減＞出増

6
入出力側双方にコン

デンサー 12 97 -125.58 1.16 -125.58 19.33 19.39 -17.65 0.375 -38.42 32.20 7.22 9.33 入増>出増

（3）ネオジム磁石中央１カ所あり

7 コンデンサー無し 12 33.8 - 0.41 - 17.27 17.32 - 0.299 - 73.76 12.99 13.54 -

8
出力側にコンデン

サー１カ所 12 36.73 -8.67 0.44 -8.67 18 18.05 -4.23 0.325 -8.63 73.73 17.02 15.38 入増>出増

9
入出力側双方にコン

デンサー 12 94.67 -180.09 1.14 -180.09 18 18.05 -4.23 0.325 -8.63 28.61 20.1 17 入増>出増

※「最大入出力効率」はコンデンサー出力側コイル1カ所で、フェライト磁石装着の組み合わせ。 「出力最大」は入出力コイル双方に共振

コンデンサーを装着し、磁石無しの場合。「両側に共振コンデンサー装着」で出力は最大となるが、入力電流も増える。

表9



[共振コンデンサー装着での結果]

• 「最大入出力効率」はコンデンサー出力側コイル1カ所
で、フェライト磁石装着の組み合わせ。

• 「出力最大」は入出力コイル双方に共振コンデンサーを
装着し、磁石無しの場合。

•「両側に共振コンデンサー装着」で出力は最大となる
が、入力電流も増える。
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[他励発振方式] 出力側コイルに共振コンデンサー
(C=0.22μF)１カ所有り、フェライト磁石ありでの、出力
コイルからの出力電圧波形
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Voutrms=17.6(V)

図30



[参考 Ideインバーター]

入力信号印加時-一次側-二次側波形 入力パルス短縮時の二次側出力波形
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図31 図32



[出力電圧電流の増大現象]

印加パルスと出力パルス増大 波形の説明

• (a).単発パルス印加

• (b).単発パルス印加時出力電圧

• (c).クイックパルス印加

• (d).クイックパルス印加時での
入力電流波形

• (e).クイックパルスによる出力
波形。正の起電力が誘起され、
入力電力が増大、出力が増大。
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図33



[結果及び考察]

• 今回の実験では発振に伴う大きな出力は検知されなかった。

• ハートレー発振からはサイン波出力となる。

• 他励発振方式に比べて今回行った自励発振方式では出力が小さくな
る。

• 今回の自励発振ハートレー発振方式でのD型58110Coilでの実験では
永久磁石の影響は少なかった。

• 今回の実験ではエネルギーの取り込み及び蓄積(電源OFF後の連続発
振)は確認されなかつた。

• 発振は増幅波を帰還させて減衰波の減衰を防いで同じ波形を維持さ
せている。Ide-Invertorでは帰還は無いが、正起電力の働きで、減衰
波を増幅している。
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１MΩ

30回巻

150回巻

TTC004B

[参考：Slayer Exciter回路(スレイヤー・エキサイター)]
※２次側出力回路の片側開放

図34
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